
５．報告事項

(１)予防接種業務の変遷について(平成１８年度以降）

年　度

平成１８年
　　　　４月～

平成２０年
　　　　４月～

・麻しん風しん接種対象者に中学１年生相当及び高校３年生相当の年齢の者を追加

平成２３年
　　　　３月～

・子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン緊急促進事業開始

平成２４年
　　　　９月～

・不活化ポリオワクチン開始

　　　１１月～ ・四種混合ワクチン開始

平成２５年
　　　　３月

・麻しん風しん中学１年、高校３年相当年齢の５年間の時限措置終了

平成２５年
　　　　４月～

・子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン定期接種化

平成２５年
　　　　６月～

平成２５年
　　　１１月～

・小児用肺炎球菌ワクチン７価から13価に変更

・高齢者用肺炎球菌ワクチン定期接種開始

平成２７年
　　　　５月

平成２８年
　　　　４月～

１０月～

・「日本脳炎の予防接種を行なう必要のない区域指定」を解除し、.日本脳炎定期予防
　接種開始

・インフルエンザワクチン製造株３価から４価に変更

　内　　　　　　　　　　　　　　容

・水痘ワクチン定期接種開始
平成２６年
　　　１０月～

・麻しん風しんワクチンの接種回数が２回になる

・水痘の定期接種における特例対象者について、H２６年度末をもって終了する

・子宮頸がんワクチン積極的勧奨中止

・高齢者の肺炎球菌ワクチン定期接種における特例対象者のうち、Ｈ２７年３月３１日に
　おいて１００歳以上の者についてＨ２６年度末をもって特例措置を終了する

平成２７年
　　　　３月

・Ｂ型肝炎ワクチン定期接種開始



(２)平成２９年度予防接種関連の対応につい て

【日本脳炎ワクチン接種勧奨関係】

広報、市ホームページの他、次の①～④の対象者に個別通知

①定期３歳：３歳児健診の案内時に接種案内と予診票を送付

③特例１０歳：定期接種（１期・２期）を９歳以上１３歳未満に接種、１０歳児にはがきを送付

④特例１８歳：２０歳未満の特例対象者のうち接種期限の近い18歳に予診票、同意書を送付

【警報関係】 ①インフルエンザ注意報発令　　　　　　　 平成２９年５月２日（月）～１０日（水）

②Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎警報　　 平成２９年５月３１日（水）～６月６日（火）

③手足口病警報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年７月２４日（火）～９月２０日（水）　

④ヘルパンギーナ警報　　　　　　　　　　　 平成２９年８月１日（火）～８月２８日（月）

⑤咽頭結膜炎警報　　　　　　　　　　　　　　 平成２９年１０月２５日（水）～１０月３０日（月）

⑥インフルエンザ警報　　　　　　　　　　　　 平成３０年１月３１日（水）～４月４日(水）

⑦Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎警報　　　 平成３０年１月３１日（水）～継続中

⑧咽頭結膜炎警報　　　　　　　　　　　　　　 平成３０年２月６日（火）～２月１９日(月）

【その他】　 ①こどもクリニック閉院に伴う対応～平成29年8月定期予防接種業務意向調査を実施

　男澤医院：日本脳炎を小学生以下に拡大、二種混合を追加

　どうちん内科消化器科：日本脳炎を中学生に拡大

　おおい内科循環器科クリニック：新たに日本脳炎中学生以上で契約　　

　文屋内科消化器科医院：新たに日本脳炎中学生以上で契約

②子宮頸がんワクチンの接種による副反応報告、相談実績～なし。

（３）未接種者勧奨について

水痘

４種混合　・　ヒブ
小児用肺炎球菌

B型肝炎

勧奨時期　・方法

・出生届出時配付「たきかわっこファイル」による周知
・新生児訪問による説明（全戸訪問）
・4～5か月児、9～10か月児相談にて接種状況と以降の接種スケジュール確認

対象ワクチン

二種混合

ＭＲ１期

ＭＲ２期

・1歳6か月健診にて接種状況確認
・未接種の場合、2か月後に確認し、再勧奨

①年度末、翌年対象者に個別案内
②７月夏休み前未接種者に個別勧奨
③10月就学時健診案内文書に未接種者案内を同封
④12月冬休み前未接種者勧奨
⑤2月末未接種者最終勧奨

①年度末、翌年対象者に個別案内
②7月夏休み前未接種者に個別勧奨
③12月冬休み前未接種者勧奨
④2月末　未接種者最終勧奨

②特例９歳：定期接種（１期・２期）を９歳以上１３歳未満に接種、９歳になる児にはがきを送付

ＢＣＧ
・９～１０か月児相談にて接種状況確認
・未接種の場合、1か月後に接種状況確認し、再勧奨

日本脳炎 ・10月就学時健診案内文書に未接種者案内を同封

・1歳6か月健診にて接種状況確認
・２歳児相談にて接種状況確認
・未接種の場合、２か月後に確認し、再勧奨








